
承認欲求の需要性
経済総合分析 木下博之

承認欲求が、需要の中に大きく顔をもたげてくる時に、
何が起こっていたのだろうか？
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需要の分類

 P 今の平面 （実現欲求）

今を盛り上げていこう。

 C 次の平面 （実現欲求）

次はこうしていこう。

 F 生活需要 （基本的欲求）

生きる糧。

 R 過去の平面（承認欲求）幻
～なはずだったのに（強制）。～であるべき（兵器）。

 D 客層 観光バス、店舗のような

 A 支持層 路線バス、会社のような

平面・・・平面図(絵画,Vision)の内容、Plan。

掴みどころ

落としどころ

リード 信頼

信用 ファネル

客層 価値

支持層

ペルソナ

皆、それぞれのパラダイム

価値観,世界観
に沿った収入を得る。

状況と本質、勘所
「時の成功者」を一歩距離を
おいてみて、「時流」を捉えて
勘所を得る。

造形芸術 評価

共感

仕事は仕事.

器
空気

命脈



影響力とは？ 5=2^2+1

(標準比)

相対的剝奪

凡

らせん



過去の平面

マズローの欲求の階層論
「人間の動機付けに関する理論」

欠乏 Deficiency

Being   成長

 ワーグナーは娯楽作品

権威主義への転落。（アセモグル、p.257)

当時のエリートも大学もそうだった。

 経済が困窮しても、計画とともに軍事生産は
上がり続ける(～1943.5)

衝突後は停滞（トゥーズ p.653、680）

 承認欲求、という、手前の段階に留まる

本来の需要を食いつぶし、

次の平面が開けない。(B欲求)

生産性が低下、略奪の正当化。(D欲求)

 「美しい」けれど、優しいのか？

偶像崇拝であろう。

権威が計画を正当化
自律して価値形成、
自立して世界認識。

需要≒供給,から
需要＞供給へ.



国力と軍事費

当時の主要国のGDPの推移

購買力平価で換算。(小松ダイスケ blog)

1939年 1940年 1941年 1942年 1943年 1944年

ドイツ 100 175 175 255 400 500

日本 100 160 320 490 720 1000

アメリカ 100 250 550 2350 4550 5000

イギリス 100 340 590 830 1000 1000

ソ連 100 150 265 355 435 500
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『ナチス・ドイツの経済』(Wikipedia)

各国とも、軍事費率を上げていった。



情景

 ドイツにおいては、兵器分野のみが非常識なほどに上がり続けた
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『ナチス・ドイツの経済』(Wikipedia)

余裕のなさが感じられる。
「美しい」ヴィジョンを
掲げた手前、後に引けな
くなった。

当時の情景、については、
仲正昌樹(p.133-150) 、
に詳しく、
承認欲求、エロ・グロと
絡めて描かれている。

ナチスは各国を
軍拡に向かわしめた
大きな要因といえる。

国債を出しすぎる状況では、
経済が国民というよりも
野心家のものになるとは言える。
破綻するかは、権威の範囲内

で積み上げていけるものの
野心が加速するので注意が必要。

メフォ手形
などで調達。

教育、研究や福祉のために
ある程度は国債を積み上げ
ていける。そこまで
緊縮することには注意する。
利率で調整される。

嵐は通り過ぎていく、
本質を育てていく。



次の平面

エネルギーを次の平面への挑戦に用いたいか、
過去の平面で憩うていたいか？

マルクス主義、コミュニティ、女性性

優美なる回廊 平面 断面 LandscalA

表. 知情意体力

一層一層がかけ
がえのない世界。
多層性は可能性
でもある。

♯

♭

臨場感と理論性

多層性の俯瞰

機械化と情報化

[V]…視覚
[A]…聴覚
[K]…体感覚

ものと言葉
系列的

時
個

〇 ♭ ♮ # ↓

t 空 体 金 C
A

q 風 知 木 D

p 水 意 氷 F K

r 地 情 土 A
V

v 火 力 炎 P

３つの見方
♭客層
♮本質性
# 支持層

漏れ斜め

構造 進路

本質

Order 流れ

flow

Crowd 活力

Type Mode
♯ ♭

らせん



俯瞰と実存

俯瞰、設計 現実、世界

マズローらの論は、
俯瞰した立場に立っている。

C.ロジャーズらの
来談者中心療法は、
そこから、クライアントの
現実を支える姿勢である。

共感、受容、
自己一致

自己実現とは、贅沢などではなく、
次の平面への真摯なる営みである。

前へ進むには、少し展望を見てみる。

訴求



♭ ♮ #

t 空 体 金 C
A

q 風 知 木 D

p 水 意 氷 F K

r 地 情 土 A
V

v 火 力 炎 P

３種類の層、大学

 本質性 N♮ K v(技量) t(作風) 杭を打つ

母数が支持層や客層よりも小さい。本質の獲得。

左右の分解を超えて、次の平面へ進む力がある。

 支持層 S# A q p 専門的信用 縦に伸びる

左派、文系的 Supportive integrity

 客層 M♭ V r p 総合的信頼 横に広がる

右派、理系的 Moderative cordiality 

大学には、専門性に加えて教養性がある。
教養には、層を捉えるのに役立ち、学ぶ
と層に助けられることになる。

これらは互いに異次元にあって、意識をする必要がある。

・本質の発露
自由に存在するということ。
例えば、光ー体ー金 と
本来の自分を貫くことを、
自分軸を貫くと言う。
客層と支持層とでは、違う
位置、流れ、性格になるが
自信を持って歩む。

表. 知情意体力

層を代える、層を開く。
反対側は自覚して装飾する。

飢え 本質
大衆性 志向性
D欲求 B欲求

⇔
欠乏に本質を
投げかけて、
引き上げる。



斜め、根差し、虚像 デザインとは、単なる常識に沿った装飾ではなく、
設計でありクライアントの方向性を見出しそれを
具現化するものである。その時代の客層に阿った
常識に沿った装飾を下請けする、ということとは異なる。

・経営の俯瞰
設計もまた、
「経営」の因習、
習わし、文化に
に諂うものと
捉えがちであるが、
設計こそは、
社会をも包摂しうる
ものである。

・設計の責務
倒れる、通れない、
を取り除いて、
合格点へ導くこと。

図面



統計解析と構造計算

人類は皆、構造は一緒です。
ただ、置かれた状況により
諸文化を産み出し、
窮すれば純化して
互いに衝突して。世界史。

肩を寄せ合って生きるって
素晴らしい。純化していく。
ただ、国際的には、
軋轢を増す要因にも
なってしまう。哀愁。

統計学の徒労とは、何か？
分析の結果、結局、こうだろう
なという構造に行き着いて
しまう。そこからは、構造論に
経験的補正と加えるという事。
下剋上には？構造式

(計算式)

(イプロス)

簿記、会計もまた
構造計算である。

構造式は化学だけのものではない。
建築、会計、統計学の計算式もまた
構造式である。

魔法の式?

結局、
一体、
何？

・構造を読む

理論 現象

公式 構造式

方程式 計算式

formula , equation , methods



未来はどこに？

鼓動を聞く。
枠組みを作り直す。

火や金は受け手。
凡人、風、地こそが
自分軸を発揮。水は包容。

植物と動物
男性と女性

振り子



まとめ

 教育は、次の平面への滑走路たるべき。

マズローやC・ロジャーズをどう伝えるか？

 ミース・ファンデルローエ（建築家）、の姿勢に次の平面への

意欲が感じられる。

 光を求めて

優美なる回廊とは何か？

参考文献
中野明『マズローを読む』、アルテ。

佐治守夫『ロジャーズ・クライエント中心療法』、有斐閣。
D・スペース『ミース・ファンデルローエ』
A.トゥーズ『ナチス 破壊の経済』（上・下）

仲正昌樹『人はなぜ自由から逃走するのか』
アセモグル『自由の命運』（上・下）
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鹿島茂『SとM』、幻冬舎。
R・B・チャルディーニ『影響力の武器』、誠信書房。

前向きでかつ
実証が可能。

・設計と実装
ー次のプランへの支持

for the next step.

そう難しく
考えることはない。
設計を前に進めて
いけばいい。

が、多くの人は設計になじ
みが無いから想像が
難しいようである。

デザイン(design)

とは設計であって、
常識的に美しい装飾の
ことではない。

魂の発露
社会の束縛
魂の呪縛



研究の課題

 都度、枠組みを定めれば、統計と各種の認識論との対話は可能である。

地道に、着実に。

 統計が、むしろ、想像力を補完し膨らませもする。

 要検証点の自覚。影響力の式など。

 それらを総括していくことで、全体像を捉えていくことができるであろう。

日常に活かしたい方がおられれば、客層や支持層に対して展開して

いきたい。

(2021.11.4 補訂版)

設計とは、順路、水路など
進路を描くものであり、
外観的に常識が被せられる。

グレード０、ステージ０にも、
中立という良い点はある。

急がば回れ。
共に前へ歩を進めよう。

空へ


